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福島県医療福祉機器産業協議会事務局 
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議事１の「２０２０年度協議会活動実績」を報告。概要は表１

のとおり（詳細は、別紙１「総会資料参照」）。 

表 1 協議会活動実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議名 福島県医療福祉機器産業協議会 第２回総会 

日 時 
２０２１年３月１７日（水） 

１５：００～１６：３０ 
場 所 

WEB 会議システム Zoom にて 

実施 

参加者 ３５会員及び事務局５名 

議事 

議事１ ２０２０年度福島県医療福祉機器産業協議会 活動報告 

議事２ ２０２０年度福島県医療福祉機器産業協議会 収支 

議事３ ２０２１～２０２２年度 新幹事 議案第１号 

議事４ ２０２１年度福島県医療福祉機器産業協議会 活動計画 

議事５ ２０２１年度福島県医療福祉機器産業協議会活動に関する意見交換 

概要及び 

承認事項 

議事１ ２０２０年度協議会活動実績を報告 

議事２ ２０２０年度協議会収支報告（２０２１年１月時点の実績） 

議事３ 議案第１号 

 現幹事の意向確認及び会員による立候補・推薦の結果、選出された 

 １２名を報告し、承認 

議事４ ２０２１年度協議会活動計画（案）を報告 

議事５ 今年度の協議会活動及び次年度の方針に関する意見交換を実施 

日程 協議会活動 サポートプログラム

4月 第1回幹事会 医療現場不足品製造【フェイスシールド】

5月 第1回総会 医療現場不足品製造【フェイスシールド】

医療機器規制・薬事基礎セミナー

医療現場不足品製造【内視鏡検査用感染防止製品】

8月 医療現場不足品製造【内視鏡検査用感染防止製品】

10月
メディカルクリエーション

ふくしま
順天堂大学/協議会　マッチング【大学】

順天堂大学/協議会　マッチング【大手化学メーカー】

医療従事者への個別ニーズアンケート

12月 ー 医療従事者への個別ニーズアンケート

1月 第2回幹事会 ー

技術PRスキルアップセミナー 医療従事者からニーズフィードバック

山形大学連携プログラム 協議会　マッチング【医療機器メーカー】

第3回幹事会

第2回総会
医療機器企業におけるCSVセミナー

7月

11月

2月

3月

ー

ー
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【会員企業 実績紹介】 

今年度のサポートプログラムにて実施で「医療現場不足品製

造」に関連して、その後のビジネスへの展開まで検討されてい

る、㈱タカナワ様及び㈱ケイ・エス・エム様から、その事例に

ついてご紹介いただいた。 

㈱タカナワ 木下様 「フェイスシールド」 

医療現場のニーズを反映させ、５パターンの製品を作成。標準

タイプは十数台、内視鏡タイプも４台ほど販売することができ

た。また、メディカルクリエーションふくしまを通して連携す

ることができたディーラー様とも協力し、更なる拡販につなげ

ていきたい。 

㈱ケイ・エス・エム 佐藤様 「内視鏡検査用感染防止製品」 

まず、協議会プログラムで福島県臨床工学技士会様からニーズ

を伺い、内視鏡診療科の先生へのヒアリングや論文への掲載を

視野に入れ、製品化を目指している。 

また、製品はディーラー様だけではなく、内視鏡を取り扱う医

療機器メーカー様にも提案し、その過程で新しいニーズも収集

していきたい。 

各分科会 

【分科会活動実績報告】 

「整形インプラント製品国産化分科会」「在宅医療・介護機器事

業化分科会」「設計開発分科会」から、２０２０年度の活動実績

について、ご報告いただいた。 

小林会長 

・新型コロナウイルス感染症の影響で従来通りの活動が制限さ

れたが、その中でも医療現場のニーズに対して協議会として対

応することができたのは、「会の知名度・認知度」を上げるとい

う意味でも大変良いこと。また、このような取り組みを通して

臨床現場とのネットワークを形成していくことで、新たなニー

ズの発掘やその後のビジネスにもつながっていく。 

・会員企業様のニーズに応じたセミナーを開催。医療機器はそ

れに関連する分野が非常に多岐に渡り、会員様の求める情報な

ども変わってくる。そのため、今回のように具体的なご要望を

いただくことで、より会員の皆様の実績につながるプログラム

を実施することができる。これからも積極的にご意見をいただ

きたい。 

・今年度は協議会の活動や実績が認知・評価されはじめ、医療

機器メーカー・大学などからマッチングに関する相談が寄せら

れるようになった。現在は製品化に向けて進行している案件も

多数あるため、次年度以降もこの取り組みを加速させていきた

い。 



２ 

事務局 

小川 

 

議事２の「２０２０年度収支報告」について、説明。概要は以

下のとおり。 

【収支報告（2021 年 1 月時点）】 

・２０２０年収入の合計 ２，４７４，４６６円 

・２０２０年支出の合計   ２９０，８５０円 

・差引合計  ２，１８３，６１６円 

今後は、協議会カタログ改訂費用や各分科会の活動助成金を支

出予定。 

小林会長 

・新型コロナウイルス感染症の影響で、企業視察や会場使用費

などがほとんどなかったため、支出が例年より少ない。 

・協議会カタログを改訂する予定なので、情報の更新にご協力

いただきたい。現在は紙媒体だが、今後は WEB カタログなど

も作成していく予定。 

・会費は、会員の皆様の活動経費や学びにつなげることが目的

なので、是非活発なご要望をいただきたい。 

・会費の使用（案）としては、活動経費助成金増額がある。今

年度は、医療機器メーカーと分科会のマッチングの事例も報告

されており、次年度以降もさらに活性化させていきたい。最終

的には、会員全員がいずれかの分科会に入ることが理想。新し

い分科会を設立することも可能なので、より積極的にご活動い

ただきたい。 

３ 
事務局 

小川 

議事３（議案第１号）について報告。概要は以下のとおり。 

福島県医療福祉機器産業協議会規約第 5 条 5 に基づき、現幹事

の皆様への意向確認及び会員の皆様への立候補・推薦の結果、

以下の 12 名が選出されたことを報告。 

【現幹事】 

小林 利彰  氏 ジョンソンエンドジョンソン㈱ 

林 由美子  氏 タカラ印刷㈱ 

上野 邦香  氏 東成イービー東北㈱ 

金井 しのぶ 氏 ㈱マイステック 

高山 慎也  氏 ㈱アリーナ 

松崎 辰夫  氏 ㈱品川通信計装サービス 

中村 英康  氏 福島県商工労働部医療関連産業集積推進室 

【立候補】 

神田 雅彦  氏 神田産業㈱ 

高橋 輝夫  氏 日本ピストンリング㈱ 

【推薦】 

渡邉 陽一郎 氏 ㈱朝日ラバー 

佐藤 伊知郎 氏 ㈱ケイ・エス・エム 

松本 和巳  氏 個人会員 



※現幹事の寺島副会長・高畠幹事はご辞退の意向 

小林会長 

議事３ 議案第１号を承認としてよろしいか。 

承認３５名 不承認０名 

議案第１号は、多数の承認をもって、原案のとおり承認された

ことを報告。 

４ 
事務局 

小川 

議事４の「２０２１年度福島県医療福祉機器産業協議会 活動

計画」について報告。今回は、事前の会員の皆様にアンケート

を実施。その概要は、以下の通り。 

＜希望する活動内容＞※要望の多い順に記載 

セミナー、マッチング、展示会・学会出展サポート 

＜希望するセミナーの内容＞ 

参入済会員   未参入会員 

・医療機器市場の現状  ・医療機器市場の現状 

・関連法規制   ・医療関連産業への進出方法 

・自社技術の深掘り  ・医療機器の全体像 

・PR 技術   ・医療機器流通の仕組み 

＜希望するマッチング内容＞ 

参入済会員・未参入会員 

・医療機器メーカーとのマッチング 

・モノづくり企業とのマッチング 

・医療従事者とのマッチング 

＜出展サポートを希望する展示会＞ 

参入済会員・未参入会員 

・メディカルクリエーションふくしま 

・医療機器開発・技術マッチングなどの展示会 

・医療関連製品の PR に関する展示会 

５ 

事務局 

小川 

議事５の「今年度の協議会活動及び次年度の方針に関する意見

交換」を各チームに分かれて実施。結果は別紙２のとおり。 

小林会長 

・ワークショップにご協力いただき、感謝申し上げる。 

・ワークショップのやり方としては、今回の様な参加メンバー

がランダムの場合と、同じ業種の企業でチーム分けするケース

がある。前者の場合は新しいメンバーとのネットワーク構築に

つながり、後者の場合は具体的な案件を見つけることができ、

どちらのパターンもアイディアを出すのに有効 

・次年度の第１回総会でも、時間を延長してこのような形のワ

ークショップを開催したい。 

閉会の 

挨拶 
中村幹事 

・例年通りのプログラムの実施が困難な中でも、「医療現場不

足品製造やビジネス化に向けた取り組み」「オンラインでの展

示会出展」など、新しい活動に挑戦いただき感謝申し上げる 



・分科会としても活発にご活動いただいたことで、医療機器メ

ーカーとのマッチングなどの実績なども報告されており、この

ような取り組みは医療・福祉機器の販路拡大にもつながってい

き、さらには福島県として進めている健康長寿の実現の大きな

力にもなる。 

・東日本大震災から１０年となるが、福島では医療関連産業の

集積を復興の柱の１つとしており、福島医療福祉機器産業協議

会の活動はその基盤となるので、引き続きお力添えいただきた

い。 

その他連絡事項 

【２０２１年度福島県医療福祉機器産業協議会第１回総会】 

次年度早々に第１回総会を開催させていただきたく存じます。

なお、第１回総会では今回のアンケート及びワークショップの

結果を踏まえ、新幹事の皆様と共にプログラム（案）を策定し、

ご報告いたします。 

【協議会カタログ】 

次年度から活用することができるよう、現在カタログを作成し

ております。素案ができ次第確認のご依頼をさせていただきま

すので、ご協力の程何卒よろしくお願いいたします。 

なお、本カタログは+WEB リーフレットの展開も検討しており

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１．第２回総会 

 

 

 


